
 

 

令和６年４月１日 

東 京 都   

東京都公立大学法人   

 

東京都及び東京都公立大学法人（研究代表者 東京都立大学 大学院理学研究科

化学専攻・教授 山添誠司）は、ＤＡＣによるカーボンステーション開発事業（注１）

について、基本協定を締結しましたのでお知らせいたします。 

（注１）令和５年度大学研究者による事業提案制度において選定された事業です。 

 

１ 事業の目的 

本事業は、大気中の二酸化炭素から有用な炭素資源を合成・供給できる“カーボン

ステーション”を開発することで、都内における大気中の二酸化炭素排出量を削減し

つつ、大気中の二酸化炭素を新資源とする未来型都市社会の構築に寄与することを目

的とする。 

 

２ 実施主体 

  東京都、東京都立大学 

  ※本事業は、共同提案者である東北大学(轟 直人准教授）、東京大学（内田 さやか

教授）と連携して実施する予定です。 

 

３ 協定締結日及び事業実施期間 

 協定締結日  令和６年４月 1日 

 事業実施期間 令和６年４月１日から令和９年３月３１日まで 

 

４ 今後の予定 

(1) 令和６年度 

 小型ＤＡＣ装置の性能評価と事業化に向けたシステム設計等 

  (2) 令和７年度以後 

ＤＡＣ装置及び二酸化炭素電解変換装置の大型化と実証、両装置を組み合わせた

カーボンステーションの開発及び実証、活用方法の提案等 

ＤＡＣによるカーボンステーション開発事業に関する 

東京都及び東京都公立大学法人による基本協定の締結について 

～令和５年度大学研究者による事業提案制度選定事業～ 

 



 

５ 本事業の内容ついて 

  本事業の具体的な内容は、東京都立大学で開発しているアミン修飾シリカを用い

て大気中の二酸化炭素を効率良く吸着・回収するＤｉｒｅｃｔ Ａｉｒ Ｃａｐｔ

ｕｒｅ（ＤＡＣ）と、東北大学の轟准教授が進めている二酸化炭素を有用な炭素資

源に変換する電解触媒システムを融合させ、大気から炭素資源を直接合成・供給す

るカーボンステーションを開発するものです。多孔体合成・ガス吸着の専門家であ

る東京大学の内田教授と協力してＤＡＣ用二酸化炭素吸収材の高性能化も進め、ゼ

ロエミッション東京実現のための先駆けとなる技術を開発します。 

 

 

６ 大学研究者による事業提案制度について 

東京に集積されている知を、都政の喫緊の課題解決や東京の未来の創出に資する

政策立案へと活用するため、都内大学研究者からの研究成果、研究課題を踏まえた

事業提案を募集し、東京都と研究者・大学との連携事業等を企画・実施することで、

研究者・大学と連携・協働して事業を創出し、より良い都政を実現することを目的

とした制度です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（事業及び基本協定に関すること） 

  東京都環境局気候変動対策部計画課  

  電話 ０３－５３８８－３７０３ 

（東京都公立大学法人に関すること） 

  東京都公立大学法人 経営企画室企画財務課  

  電話 ０３－５９９０－５９６８ 

（研究に関すること） 

 東京都公立大学法人 

東京都立大学 大学院理学研究科化学専攻 山添誠司教授 

E-mail：yamazoe@tmu.ac.jp 

本件は、「『未来の東京』戦略」を推進する事業です。 

戦略１４「ゼロエミッション東京戦略」 

『未来の東京』戦略事業 


